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現在のアラスカ湾沿岸は，主要基礎
生産者である珪質殻を持つ珪藻の多産
海域である．そのアラスカ南方陸棚か
ら外洋域において2013年初夏に実施さ
れたIODP第341次航海では，造山運動
と氷河プロセスがどのように海洋環境
に影響を与えていたのか明らかにする
ため，中新世以降の堆積物が掘削され
た（図 1, Expedition 341 Scientists, 
2014; 須藤ほか, 2014）．

船上で掘削試料を調べた結果，掘削
地点の一つであるサイトU1418上部約
200 m（更新統）までは珪藻をはじめ
とした珪質微化石が比較的多産した

（図2）．それより下位では産出頻度が
激減し，炭酸塩の殻を持つ有孔虫化石
が目立つようになった（図3）．また水
深4200 mで掘削された堆積物中にも有
孔虫化石がパッチ状に産出した（図4）．

予想以上に有孔虫化石が多産したの
で，より詳細な堆積年代決定が可能と
なり，それに基づく微化石群集解析・
古海洋環境復元の研究が進められてい
る．今後，珪質微化石の産出が少ない
原因を解明したい．

図1．アラスカ湾におけるIODP第341次航海掘削地点（須藤ほか, 2014を一部改変）．
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図2．U1418コア試料中の珪質微化石（目開き1 mm‒45 μmろ過試料）．

図4．U1417（水深4200 m）コアから見出された保存のよい
有孔虫化石（船上で撮影したSEM画像）および有孔虫の
パッチ状産出状態（©IODP-USIO）．

図 3．U1418 コア試料の船上微化石分析結果
（Expedition 341 Scientists, 2014を一部改訂）．
Diatom: A=abundant; >10 valves/fields of view 
(FOV), C=common; 1‒10 valves/FOV, F=few; ≥
1 valve/10 FOVs and <1 valve/FOV, R=rare; ≥3 
valves/traverse of coverslip and <1 valve/10 FOVs, 
X= present; < 3 valves/traverse of coverslip 
including fragments, B= barren; no valves. 
Radiolarian: A=abundant; >300 specimens per 
slide, C= common; 200-300, F= few; 100-200, 
R=rare; 50-100, P=present; <50, B=barren; 0. 
Foraminifera: D=dominant; >30 %, A=abundant; 
> 10‒30 %, F= few; > 5‒10 %, R= rare; 1‒5 %, 
P= present; < 1 %, B= barren; no foraminifera 
present.
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